
岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアム 活動紹介 かわら版 

 
コンソーシアムの活動状況を知っていただくため、不定期でかわら版を発行しますのでご一読ください。 

 

●日野デュトロ「吉野EDITION」実証試験（荷積走行試験）を行いました。 

 木材生産改善委員会では、令和4年10月31日～令

和5年2月28日まで木材の生産向上に向けて、株式

会社ヨシカワと3事業体の協力により林業現場の

声を反映し開発された林業仕様トラックの日野デ

ュトロ「吉野EDITION（3ｔ・4WD）」の実証試験（荷

積走行試験）に取り組みました。 

 また、実証期間中に2つの現場で現地見学会を開

催し、合計35名の会員が参加しました。 

 【１回目見学会：中濃地域】（令和4年11月14日） 

現地見学会では、吉野EDITIONの最大の特徴である、タイヤサイズがアップ（195/85/R16⇒

225/85/R16）されていること、空荷時のタイヤの空転を防止のためリアバンパーに重りが設

置されることについて説明された後、路面勾配24％での吉野EDITIONとA事業体が通常利用し

ているトラック（2ｔ・4WD）との走行比較を行いました。 

前日に雨が降り路面がぬかるんだ状態でしたが、吉野EDITIONは多少の横滑りが見られたが、

スムーズに登坂しました。一方、A事業体のトラックでは、タイヤが横滑りしつつも勢いをつ

けることで登坂することができました。 

実証協力事業体や見学会に参加者からは、パワーがある、走行が安定しているといった好

感の声が聞かれました。 

１回目見学会の様子 

↑質疑・応答 

←路面勾配24％箇所の走行 
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 【２回目見学会：郡上地域】（令和5年2月7日） 

 1回目と同様に吉野EDITIONの特徴について説明した後、吉野EDITIONとフォワーダ（4t）運

搬の運搬時間を比較しました。約300ｍ先の搬出現場から森林作業道の起点まで荷積みしたト

ラックとフォワーダの運搬時間を計測したところ、トラックは2分52秒、フォワーダは5分01

秒と2分9秒の差がありました。※ただし、積載量の比較は行っていない。 

 実証協力事業体や参加者からの意見として、森林作業道内の最大路面勾配21.3％の箇所で

も問題なく走行している、走行に安定感がある、製材工場からの小ロット注文には、山から

工場へ直送できるため良いなど活発な意見交換がなされました。 

 実証協力した事業体からの意見（３事業体） 

長所 短所 

・パワーがある。 

・ホイールベースが短く小回りが利く。 

・車高が高く轍に強い。 

・下り走行時にも、安定走行できる。 

・多少の積雪でも安定走行できる。 

・伐採現場から直送できる。   等 

・2m材が積み込みづらい。 

（スタンションが４本あった方が良い） 

・積載量が少ないため、運搬距離や状況に

よって効率が下がる。 

・タイヤチェーンが装着できない。 

・レンタル料が高い。      等 

 

 全ての実証協力事業体や見学会参加者から2ｍ材の積み込みづらさが指摘され、４本立ての

スタンションが良いとの意見が出されました。 

 吉野EDITIONは、奈良県内の長尺材運搬用にあわせて作られていることから、今回の実証試

験を踏まえて、今後、岐阜県内で利用しやすいように架装メーカーへ提案していきます。 

 

コンソーシアムで取り組んでほしい活動などありましたら、事務局までお気軽にご連絡ください。 

 
発行： 岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアム 事務局（岐阜県立森林文化アカデミー内） 

〒501-3714 美濃市曽代88 ／ TEL:0575-35-2535 ／ FAX:0575-35-2529 

E-Mail: gifu.shinrin.conso@forest.ac.jp 


